
 

 

 

 

 

 

 

 

 

基 本 方 針 
1） 生活に寄り添う視点で効率の良い医療を行う（急性期医療の展開） 
2） 思いやりや温かみのある医療を行う（緩和医療・在宅医療の展開） 
3） がんや生活習慣病などの早期発見・予防に取り組む（健診・疾病予防の推進） 
4） 病院が提供する医療の質の向上を図り、常にその改善に努める 
   {医療の質指標（Quality indicator:QI）提示の推進} 
5） 誰もが理解でき納得できる医療を行う（情報開示と合意に基づく医療の展開） 
6） 病院の理念に賛同する医療介護福祉の従事者を育てる（人材の育成） 
7） 病院で働く人が誇りを持って快適に働ける環境を整備する（職場環境の整備） 
8） 病院運営および経営の透明化を図る（病院経営の健全化）

■病院の概要  救急・手術の実績
病院の概要 
●病  床  数    　　323 床   （一般 269 床、精神 50 床、感染 4 床） 
●医  師  数     　　66 名　  （総職員数：581 名　※R８.４.１現在） 
●外来患者数  156,919 件/年（651.1 件/日） ※R7 年度 
●入院患者数   91,583 件/年（250.9 件/日） ※R7 年度 
●平均在院日数　 　13.9 日 　 （一般 12.8 日/精神 58.4 日）※R7 年度 
救急医療実績（※R7 年度） 
●救急患者数（年間）：　　7,686 件/年（うち診療時間外：6,555 件/年） 
●救急患者数（1 日）：　　　21.1 件/日（うち診療時間外： 18.0 件/日） 
●救急車搬送患者数：　　　2,937 件/年（うち診療時間外：1,937 件/年） 
●心肺停止状態搬送患者数：　87 件/年　 

 
手術実績（※R7 年度　手術室） 
●外 科   867件（うち全麻498件） 
●整形外科   810件（うち全麻169件） 
●脳神経外科 184 件（うち全麻 28 件） 
●泌尿器科   672件（うち全麻141件） 
●皮膚科     162 件（うち全麻　 3 件） 
●産婦人科   155 件（うち全麻 92 件） 
●耳鼻咽喉科  21 件（うち全麻   0件） 
 
R7 年度計 4,770 件(うち全麻 931 件)



 

◎院長あいさつ　当院は、人口約１７万人を抱える青森県東部・上十三地域の 2 次医療圏を
支える中核病院です。上十三地域は西に十和田湖や奥入瀬渓流、八甲田山系を有する十和田市を中
心に、東にはアメリカの香り漂う三沢市と六戸町が隣接し、北には陸奥湾と太平洋を遮る下北半島の付け
根を担う野辺地町・横浜町・六ヶ所村、小川原湖を持つ東北町、歴史とスキーの七戸町など、各々個性
的な自治体が連なり、歴史を繋いできました。昔からの面影を残して、大自然と触れ合いながら、人々がゆ
ったりとした流れの中で暮らしを営んでいます。 

当院の理念は、「いのちをみまもり、いのちをささえ、いのちをつなぐ」医療の実践です。地域の住民の皆
様が安心して暮らし、生きることができる地域社会を構築するために、医療、福祉、介護、行政と地元の住
民の連携のもと、外傷や内因性疾患を含む２次救急までの急性期医療に重点を置き、各種のがんや精
神疾患をはじめ、在宅訪問診療にも積極的に取り組んでいます。 

当院の初期研修は、研修医の定員が比較的少ないため、各診療科の指導医と良好な師弟関係を早くから築くことができます。その人間
関係を起点にして、EBM に準じた治療法、カテーテル挿入や穿刺、内視鏡、比較的簡単な手術手技などを早期に経験し、身に付けることが
できます。院内発表や学会発表にも力を入れており、同時に、多職種が関わるチーム医療や医師としてのプロフェッショナリズムについても研修
します。学生の皆さん、素晴らしい大自然に囲まれた環境で、熱意ある当院のスタッフとともに働きませんか？実りある研修医生活が、皆さんを
待っています。（院長　杉田　純一） 

募集要項 
名 

マッチングを希望する年度の医師国家試験受験予定の方、または 既に医師免許証取得済みで初期研修未実施の方 
１．当院指定の申込書 　　　　２．当院指定の履歴書 　　　　３．卒業（見込）証明書　　　　　４．成績証明書 

  ※当院指定の応募書類はホームページからダウンロード可能です。 
第 1 回　令和 8 年 7 月 24 日（金）必着　　第 2 回及び第 3 回　令和８年８月 14 日（金）必着 
面接・書類選考 

  第 1 回　令和 8 年 8 月 3 日（月）　　第 2 回　令和 8 年 8 月 24 日（月）　　第 3 回　令和 8 年 8 月 28 日（金） 
【 選考結果 】 医師臨床研修マッチング協議会オンラインで確認 

 
身分及び処遇  令和８年１月 1 日現在 

会計年度任用職員 
１年目：月額   591,280 円（税込・諸費用天引前）２年目：月額   603,580 円（税込・諸費用天引前）　　 

  ※その他、時間外勤務手当、期末勤勉手当支給あり。 
月曜日～金曜日の 8：30～17：00    

  ※土･日･祝日、年末年始（12 月 29 日～1 月 3 日）は休診日 
 年次有給休暇：１年次：年 12 日、２年次：年 13 日　　　夏季休暇：５日 

  特別休暇（出産/産前・産後、ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ、服忌等）、育児休業、介護休暇 
社会保険、厚生年金保険、労働者災害補償保険、雇用保険、病院賠償責任保険の病院加入あり※個人加入は任意 
単身用あり　入居料月：約 13,000 円程度 

  ※駐車場あり、病院まで徒歩 5～15 分　　　 
【 病院内での環境 】 個人ブース設置 
【 日当直等 】 研修医は単独で日当直を行わず、担当日当直指導医のもとで診察を行い、トリアージを含め救急診察を研修 
   ※月４～５回程度　　※女性専用当直室あり　　※緊急時の呼出あり、患者の転院搬送あり　　 
　　　　　　　　　　　　　※またプライマリケア、救急研修の一環として、平日日中の救急患者の初期対応を救急担当医の下、担当する。 

研修費：各種研修会等への参加費・旅費の補助金あり（上限あり）。 
  ※講演会、セミナー等への旅費に使用できます。　※教科書、教育用ＤＶＤ等の購入にも使用できます。   

和雑誌、洋雑誌、和書、洋書各種、Ｕｐ ｔｏ ｄａｔｅ、メディカルオンライン、ＪｄｒｅａｍⅢ、医中誌 Web 
　　 

 
○病院見学のご案内 

随時受け付けています。ホームページより、病院見学申込書をダウンロードし、記入の上、メール添付にてお申込みください。 
見学時は、診療科の医師と同行して当院の医師の動きを体感していただくことができます。 
※院内に宿泊施設（無料）、コインシャワー、レストラン、売店等あります。 
※受付、見学ともに休診日(土日祝日、年末年始）は除く。　



 

 

 

プログラムの特徴 

 
【  １年次　（例）  】    　　　【  ２年次　（例）  】 

 

※内科・麻酔科・外科を 1 年次、地域医療・地域保健を 2 年次に実施し、その他の科目については希望に応じローテーションを作成します。 
①地域医療では、五戸総合病院、日高徳洲会病院または深浦診療所（4 週間）、地域保健では、小嶋外科医院（１日）、介護老人保健施設みのり苑（１

日）、上北保健所（３日）、 残りの期間は総合診療科で在宅医療等を研修します。 
②産婦人科は、当院に加え、青森県立中央病院、国立病院機構弘前総合医療センター、三沢市立三沢病院、八戸市立市民病院で指導医等の状況によりいずれかで行

うこととなります。 
③内科の必修期間（24 週）は消化器内科、総合診療科、循環器内科を 8 週ずつローテーションします。 
④麻酔科 8 週のうち 4 週を救急研修とみなし、救急研修の残り８週は整形外科または泌尿器科を 4 週と日当直の日数をみなします。 
⑤麻酔科は、希望により弘前大学医学部附属病院での研修が可能です。 
⑥病理は、東北大学病院で行うこととなります。 
 
指導体制について  

指導医、上級医、メディカルスタッフが研修をサポートしています。ローテーション中は基本的には１年目の研修医が１診療科に１名までとし
ているため、指導もマンツーマンで行われます。診療科によっては、１名の研修医に指導医が複数名という環境もあります。当直時も各診療科
で待機医がいるため、オンコールによるサポートもあります。 

 
勉強会について※症例検討会等 

研修医による症例発表、勉強会、CPC、医療チームごとのカンファレンス、専門診療科における講演会等多数実施しております。その他、
院外での勉強会や講習会への旅費と参加費の助成もあります。 
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週
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小児科
(4週)

内　科
消化器内科・循環器内科・総合診療科

(24週)

救急・麻酔科
(8週)

外科
(8週)

選択科
(8週)

1～4
週

5～8
週

9～12
週

13～16
週
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週

21～24
週

25～28
週

29～32
週

33～36
週

37～40
週

41～44
週

45～48
週

49～52
週

 地 域
 保 健
 (4週)

 地 域
 医 療
 (4週)

ﾒﾝﾀﾙﾍﾙ
ｽ科
(４週)

救急・
整形、
泌尿器
(４週)

産婦人科
(8週)

選択科
(28週)

 必修科 選択科（それぞれ 4 週以上選択）
 内科（24 週）、麻酔科(8 週)、外科(8 週)、メンタルヘルス科(4 週)、 

小児科(4 週)、産婦人科(8 週)、地域医療(4 週)、地域保健(4 週) 
総合診療科、消化器内科、循環器内科、外科、 
脳神経外科、整形外科、メンタルヘルス科、泌尿器科、小児科、
産婦人科研修、耳鼻咽喉科、麻酔科、病理、放射線科 他



 
●研修医の出身大学（過去 5 年間） 

弘前大学、東北大学、藤田医科大学、日本大学、日本医科大学ほか。 
 

 

◎チーム医療 
医療の質を高めるためにチーム体制の充実が必要不可欠であるという認識のもと、病院長直属で院内の専門職（医師、 

メディカルスタッフ等）がチームを編成しています。 
現在、緩和ケア、褥瘡対策、栄養サポート、感染制御、医療安全対策、糖尿病ケア、口腔・嚥下ケア、呼吸ケア、抗菌薬

適正使用支援、コンチネンスケア、骨粗鬆症リエゾン、DMAT の 12 のチームが、病院内で組織横断的活動を行っており、カン
ファレンスや病棟回診、勉強会などを行っています。 

　 
上十三地域の病院や診療所と連携し、患者の紹介を円滑に受け、専門外来の受診が不要となった患者がそれぞれの地域

で引き続き適切な医療を受けられるよう、支援を行っております。医師・看護師による訪問診療・訪問看護の実施、がん患者と
家族を対象とした緩和ケアの提供、健康相談や健診業務、糖尿病の会の運営等をおこなっています。 

　 
令和２年３月２７日付けで“地域がん診療病院”に指定されました。 

“包括的がん医療”提供体制の構築のため、緩和ケア、外科的治療、がん化学療法、放射線治療それぞれの分野の充実を
図るとともに、がん医療におけるチーム医療体制を確立し、全人的かつ集学的な医療を提供しています。また二次医療圏では
唯一、青森県内でも数少ない急性期精神医療を展開しています。 

 
上十三圏域における中核病院として二次救急医療を提供するとともに、休日夜間の救急患者については、他医療機関と役

割分担・機能連携を図りながら初期救急患者を受け入れています。また、小児救急医療体制や、災害拠点病院としての災害
時救急医療及び感染症指定病院としての入院診療や患者搬送体制等の医療体制の充実を図っています。 
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